
 
  

 

注文書 

◎大島（離島）への買い物代行支援に至るまでの経緯 

大島で唯一の日常品の買い物ができる田の浦農協が令和５年３月に解

散したことにより、大島地区住民の生活に支障をきたし始めた。そこで、令

和５年４月から佐伯市鶴見振興局と鶴見地区社協、ボランティア団体（鶴鶴

クラブ）が連携し、大島地区住民と買い物支援の協議を重ねながら、Ａコー

プ鶴見店の協力もあり、令和５年６月から買い物代行支援が開始された。 

◎視察の経緯 

買い物代行支援はいろいろな自治体で実施されて

いますが、佐伯市で行われている離島への買い物代

行支援は、行政、社協、ボランティア団体が一体となっ

て大島に住んでいる方のために貴重な取組を実施して

いるので、今回視察させていただくことになりました。 

大分県佐伯市で実施されている離島への買い物代行支援事業について 

買い物代行支援の流れ 

生鮮食品以外は事前に買い物カゴに

準備されている。（時間短縮） 

買い物支援風景➀ 

レジで会計。今回は１９名分の商品

を購入。 

買い物支援風景③ 商品を車に積み込み港へ出発 買い物支援風景④ 

生鮮食品は、保冷箱に入れて誰に届

けるか分かるように名前を書く。 

２週間分の商品を購入するため買い

物カゴは上も下もいっぱい。 

車に商品を詰め込み、港まで運んで

買い物代行支援は終了。 

買い物支援風景② 

注文書を確認しながら商品を選ぶ。現場

は時間が限られているためバタバタ。 

大分県佐伯市大島 

〇人口 

（令和６年１月現在） 

        ８５人 

〇高齢者化率 

（令和６年１月現在） 

６５歳以上   ８４％ 

大島 

佐伯市 

朝９時前にＡコープ鶴見店に集合し、い

ざ買い物へ。 

視察場所：A コープ鶴見店 



 

◎買い物代行支援の現場に立ち会った感想 

朝９時に振興局、地区社協、ボランティア団体（鶴鶴クラブ）の方が、Ａコープ鶴見店に集合。

開店は９時３０分からではあるが、Ａコープ鶴見店の協力もあり、９時から買い物を行っている。今

回は１９名分の２週間分の商品を注文書で確認しながら、手際よく購入していた。９時３０分から一

般のお客さんも来るので、現場は戦場そのもの。最初の頃は、買い物をするのに何がどこにある

か分からなかったり、豆腐や納豆などの種類が豊富な物は希望しているものを探し出すのに時間

が掛かったりと１時間３０分ほどの時間を要していたが、今は４０分ぐらいで買い物は完了してい

る。その後は港まで商品を運んで買い物代行支援は終了。今後は扱う商品も増やしていく方向

で、大島地区の住民からはアイスクリームが欲しいという要望があり、溶けずに運べるかも試験的

に行っていた。ボランティアの方達が大島に住んでいる方のことを想いながら、バタバタしながらも

笑顔で楽しそうに買い物をしている姿がすごく印象的でした。 

座談会の様子 

◎座談会の開催 

場所：佐伯市鶴見振興局会議室 

広津留市議会議員、鶴見地区社協、鶴見振興局、鶴鶴（つるつる）クラブ、地域見守りボランティアの方が参加 

買い物代行支援に同行した後に座談会を開催しました。 

いろいろと貴重なお話を聞くことができました。一部になりますがご紹介いたします。 

（質問）支援を始めた頃に困ったことはありましたか。 

（回答）最初の頃は、何がどこにあるか分からず、すごい時間が掛かっていました。今は注文書を見て大体のコース

を頭で考えながら、なるべく後戻りしないようにスムーズに流れる感じで買い物するようになりました。今はＡコープ鶴

見店の協力もあり、生鮮食品以外の商品を事前に揃えてくれているのでとても早くなった。当初は毎週買い物代行

を行っていましたが、毎週となると辛いなと思う部分があったので、無理のないように２週間に１回の支援に変更しま

した。ブラッシュアップしながら、より効率的な買い物ができるようになってきています。 

（質問）皆さんは大変な中にも楽しそうに買い物しているのが印象的でしたがどのような想いで支援をしていますか。 

（回答）家族の買い物をする以外にやっぱり人のために何かできるということは気持ちもいいし楽しいです。 

（質問）島民の方々は港まで取りに来られて自宅まで荷物を持ち帰られるのですか。 

（回答）船が着く時間に、大島の港で待ってもらっているような感じで手渡しというのがほとんどですね。 

足腰が悪い人とかもいらっしゃるので、島の消防団の方が協力して配ってくれています。 


